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「キャッチボールをしよう」キャンペーン  

はじめまして、私たちは「青梅リトルリーグ野球協会」と申します。１９８２年に設立、以来３３年間、小

学生を対象に活動しているスポーツ団体です。さて、昨年文部科学省が子供の体力や運動能力を調査した結

果が発表され、その中で「ボール投げの力」が著しく低下していることが分かりました。 私たち関係者は

①「野球少年の減少」の危機とともに、②「ボール投げの力」の低下が及ぼす影響を心配しています。そこ

で私たちは「キャッチボール」をおすすめする次第です。 

◎ 「ボール投げの力」の低下 

 「ボールを投げる」動作では、ボールを親指・人差し指・中指で掴んで、手首・前腕部・ヒジ・腕・肩、さらに腰・足など

の各部位を連動させます。では、「ボール投げ力の低下」現象はナニが原因で、ナニが問題なのでしょうか・・・？ 

◎ 文房具売り場のＨＢ鉛筆が消えた！？ 

  以前放送されたＮＨＫ番組「所さん大変ですよ」をご覧になった方はご存知のことでしょう。以前の小学生が使用 

  する鉛筆硬度は大半がＨＢでしたが、近頃小学生の使用している鉛筆はＢ～２Ｂの柔らかい硬度だそうです。 

原因は筆圧が弱いため、ＨＢで書いた文字では見えにくいからだそうです。 

◎ ＡＤＬ＝日常生活を送るための「最低限必要な、日常的なの動作」 

  ＡＤＬは、主に介護保険制度で「介護レベル」のランク決めの時に使う用語であって、小学生年代のお子さまには 

  関係ない事だと思っていました。番組の中で「小学生の老化」が始まっているとのコメントは衝撃的でした。 

◆ＡＤＬ ： Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ of Daiｌy Living 例えば食事、入浴、着替え、寝起き、移動などの日常的な動作。 

◆運動器とは、骨・間接・靭帯、脊髄、筋肉、腱、末梢神経など体を支え、動かす役割をする器官の総称です。 

◎ 携帯電話の出現   使わないと退化する 

   思い起して下さい、携帯電話が普及するまでは、友人・知人の電話番号はほぼ全て記憶していました。では今、 

電話番号をどれくらい記憶していますか・・・？ 使わない“運動器”機能は退化するのだそうです。 

◎ “ゴールデンエイジ”の今でしょう！ 

「しっかり文字が書けない」、「ボール投げ力の低下」に共通することは、“運動器”機能の使用不足／握力が弱い 

ことが原因かと思われます。“ゴールデンエイジ”と呼ばれる６～１２歳年代は、長い人生を生きてゆくための準備 

時期です。最も神経が発達し、吸収能力が最も高いと云われるこの時期の過ごし方が大切です 

◎ “キャッチボール”のススメ 

日常生活の中で“手”で物をを掴む・握る動作は多いです。そこで、ボールを掴み～投げる一連の動作をする“キャ 

ッチボール”が、丈夫な身体を作るためおススメです。プロ野球選手も試合前に必ず“キャッチボール”をおこない 

ます。“キャッチボール”がうまくなれば、野球が上手になります。 

◎ 「野球」のふしぎ   “間合い”  “体力”と“脳力” 

野球というボールゲームはドラマ性があり、さまざまな要素を含んでいるスポーツです。攻撃時間と守備時間とに 

分かれ、体力を使う時間と頭脳を使う時間とが交互にある野球は面白いですネ。  


